
No.25 平成 20 年
2008

期待に胸を膨らませて
　４月７日、町内の小・中学校で入学式があり、
本年度は小学生 99 人、中学生 114 人が新１年生
となりました。鷹巣小学校では真新しい制服に身
を包んだ新入生たちが、やや緊張した面持ちで花
のアーチをくぐって入場すると、会場からたくさ
んの拍手が送られ、温かい歓迎を受けました。



　
「
夢
と
活
力
あ
る　

福
祉
の
充

実
し
た
長
島
町
」
を
政
策
目
標
に

掲
げ
、
新
長
島
町
長
に
就
任
し
、

約
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
合
併
の
基
本
で

あ
り
ま
す
旧
町
間
の
融
和
と
、
地

域
間
格
差
の
解
消
を
念
頭
に
、
議

会
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
議
論
し
、

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
施
策
を

展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

町
民
総
参
加
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
第
12
回
長
島
造
形
美
術

展
で
は
、
１
０
７
団
体
の
出
品
が

あ
り
、
全
国
か
ら
の
入
場
者
も
７

万
１
０
０
０
人
を
数
え
、
正
に
長

島
の
代
名
詞
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
県
の
権
限
移

譲
に
よ
る
福
祉
事
務
所
の
業
務
開

始
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
福
祉

行
政
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
民
生
委
員
さ
ん

の
活
動
と
連
携
し
た
「
と
も
し
び

隊
」
は
、
高
齢
者
の
自
宅
へ
出
向

き
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
活
動
を
行
う

な
ど
お
年
寄
り
の
安
全
確
保
や
生

活
不
安
解
消
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
時
に
統
一
で
き
な
か
っ
た

事
項
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税

が
あ
り
ま
す
が
、
長
島
町
国
民
健

康
保
険
税
審
議
委
員
会
に
意
見
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
平
成
19
年
度
は
３
回
の
審
議

会
が
開
か
れ
、
基
本
的
方
向
と
し

て
平
成
20
年
度
中
に
均
一
課
税
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
具

体
的
な
税
率
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
年
度
の
本
賦
課
前
に
審
議

会
を
開
き
、
審
議
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
等
の
規
模
・
配
置
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
も
平
成
19
年
度
に
３
回

開
か
れ
、
平
成
20
年
度
末
答
申
を

目
途
に
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
生
活
基
盤
・
産
業

基
盤
の
整
備
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
計

画
ど
お
り
の
進
捗
と
な
っ
て
お

り
、
ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
る

石
積
み
の
回
廊
づ
く
り
で
は
、
川

床
小
学
校
、
長
島
中
学
校
、
長
島

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
長

島
な
ら
で
は
の
自
然
石
の
石
垣
が

甦よ
み
が
えり

、
行
政
全
般
が
着
実
に
進

展
し
て
い
る
と
認
識
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

我
が
長
島
町
に
お
け
る
財
政
環

境
は
、
平
成
18
年
度
決
算
で
見
ま

す
と
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
を
合
わ
せ
て
46
億
２
８
０

０
万
円
あ
り
ま
し
た
が
、
義
務
的

経
費
が
40
億
１
０
０
万
円
で
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
経

費
比
率
は
95
・
１
％
、
実
質
公
債

費
比
率
は
17
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
お
い

て
も
、
町
税
収
入
で
は
、
税
源
移

譲
に
伴
い
個
人
住
民
税
は
若
干

の
増
額
が
見
込
め
ま
す
が
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
等
の
税

制
改
正
や
原
油
、
原
材
料
高
騰
に

よ
る
農
業
、
漁
業
者
の
経
営
不
安

定
要
素
も
加
わ
り
、
町
税
全
体
と

し
て
の
大
き
な
伸
び
は
困
難
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
、
歳
入
の
根
幹
を

成
す
地
方
交
付
税
の
増
額
も
期
待

で
き
ず
、
歳
入
の
確
保
は
依
然
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
も
社
会
保

障
関
係
経
費
の
自
然
増
や
、
遅
れ

て
い
る
社
会
資
本
整
備
に
要
す
る

経
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
要
請
と
期
待
は

止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
島
町
総
合
振
興
計
画
（
フ
ル
・

デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
）
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
各
種
の
事
業
計
画
や
予
算
に

基
づ
き
、
職
員
の
力
に
依
る
と
こ

ろ
が
大
で
あ
り
、
寸
時
の
停
滞
も

許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
先
に
定
め
た
「
改
善

へ
の
五
則
」
に
あ
り
ま
す
「
笑
顔

の
あ
い
さ
つ
」「
ス
ピ
ー
ド
」「
知

恵
と
汗
」「
具
体
化
へ
の
努
力
」「
夢

に
向
け
た
挑
戦
」
を
さ
ら
に
徹
底

し
、
住
民
本
位
の
窓
口
対
応
や
政

策
向
上
に
向
け
、
よ
り
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
地
方
交
付
税

と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ

て
45
億
１
９
０
０
万
円
が
見
込
ま

れ
、
合
併
に
よ
る
財
政
措
置
等
に

よ
り
普
通
交
付
税
交
付
額
は
当
初

見
込
以
上
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費
は
42

億
３
６
０
０
万
円
の
決
算
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
住
民
の
要
望
を
十
分
に

し
ん
酌
し
、
フ
ル
・
デ
ュ
ー
・
プ

ラ
ン
推
進
に
積
極
的
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
分
庁
方
式
に
よ
る
事

務
事
業
の
簡
素
化
や
事
業
の
峻

別
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な

ど
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
の
推

進
に
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
普
通
交

付
税
が
前
年
度
に
比
べ
１
７
０
０

万
円
増
の
37
億
６
０
０
０
万
円
、

交
付
税
の
減
額
分
を
補
う
臨
時
財

政
対
策
債
は
前
年
度
に
比
べ
１
４

０
０
万
円
減
額
の
２
億
１
９
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
継
続
事
業
の

実
施
や
合
併
前
の
差
異
の
解
消
の

ほ
か
、
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
に
重
点
を
お
い
た
予

算
編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。
ハ
ー

ド
面
で
は
道
路
新
設
改
良
を
は
じ

め
、
港
湾
整
備
事
業
、
基
盤
整
備

事
業
、
林
道
整
備
事
業
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面

で
は
、
高
齢
者
対
策
事
業
と
し

て
、
と
も
し
び
隊
活
動
事
業
、
子

育
て
支
援
と
し
て
の
延
長
保
育
、

活
性
化
対
策
で
は
、
お
魚
祭
り
の

開
催
な
ど
町
民
の
意
識
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
新
た

な
医
療
保
険
制
度
と
し
て
、
鹿
児

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
加
入
し
、
町
で
は
特
別
会

計
を
新
設
し
て
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
当

初
予
算
は
総
額
で
85
億
３
７
０
０

万
円
と
な
り
、
平
成
19
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、
５
３
０

０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財

政
調
整
基
金
２
億
５
０
０
０
万
円

を
充
て
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
特
別
会
計
を
含
め
た
予

算
の
総
額
は
、
１
３
１
億
２
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
施
策

　

ま
ず
、
本
町
発
展
の
源
と
な
る

産
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
農
業
は
、
現
下
の
農
薬
混
入

冷
凍
食
品
問
題
に
よ
り
消
費
者
の

食
に
対
す
る
安
心
・
安
全
へ
の
要

求
は
更
に
高
ま
っ
て
お
り
、
生
産

基
盤
や
農
村
環
境
の
整
備
お
よ
び

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
、

作
物
の
生
産
管
理
徹
底
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
高
齢

化
に
伴
う
生
産
活
動
の
省
力
化
促

進
、
担
い
手
の
育
成
も
急
が
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

蔵
之
元
地
区
基
盤
整
備
事
業
、
山

寺
地
区
基
盤
整
備
事
業
、
口
之
福

浦
地
区
基
盤
整
備
事
業
、
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
東
南
部
地

区
、
土
砂
崩
壊
防
止
事
業
（
須
舞

取
地
区
）
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
山
寺
地
区
畑
か
ん
施
設
改

良
、
平
尾
地
区
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整

備
の
計
画
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
片
側
地
区
の
甘
夏
選
果
機
導

入
に
よ
り
、
生
産
出
荷
を
効
率
化

し
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
林
道
五
郎
地
平
線
と

白
瀬
線
開
設
事
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

水
産
業
は
、
三
船
漁
港
整
備
交

付
金
事
業
を
完
成
し
蔵
之
元
漁
港

の
効
果
調
査
に
入
り
ま
す
。
町
単

独
事
業
で
は
大
島
漁
港
、
汐
見
漁

港
の
整
備
、
黒
崎
漁
港
の
調
査
設

計
事
業
に
よ
り
、
生
産
基
盤
の
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
後

継
者
対
策
や
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
事
業
に
よ
る
獅
子
島
地
区

漁
業
の
活
性
化
を
支
援
い
た
し
ま

す
。

　

商
工
業
の
振
興
は
、
観
光
協
会

や
商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
力
あ
る
商
店
街
形
成
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種

大
会
の
賞
品
と
し
て
地
元
商
店
の

商
品
券
利
用
も
積
極
的
に
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

交
通
網

　

県
道
は
、
長
島
宮
之
浦
港
線
本

町
地
区
の
整
備
促
進
や
平
尾
地
区

の
採
択
、
葛
輪
瀬
戸
線
本
浦
地
区

の
整
備
促
進
、
さ
ら
に
川
床
平
尾

線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
働
き
か

け
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
萩
之

牟
礼
茅
屋
線
の
工
事
着
手
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
尾
浜
漉
線
、

山
門
野
汐
見
線
を
交
付
金
事
業

で
、
北
方
崎
線
、
白
瀬
本
浦
線
、

川
床
梅
ノ
木
山
線
等
町
単
独
事
業

の
路
線
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例

債
、
過
疎
対
策
事
業
債
、
辺
地
対

策
事
業
債
を
活
用
し
、
生
活
環
境

と
併
せ
産
業
基
盤
の
基
礎
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

　

港
湾
は
、
継
続
事
業
と
し
て
本

平
成
20
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
川
添
健
町
長
が
「
施
政
方
針
」
を
述

べ
ま
し
た
。
新
町
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
項
目
を
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。

将
来
に
夢
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

健
全
財
政
と
の
調
和
を
図
る

平
成
20
年
度
予
算
の
大
綱
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民生費  23.2％
1,977,676 千円

公債費 17.8％
1,522,386 千円

土木費  15.9％
1,357,656 千円

総務費  12.0％
1,021,631 千円

農林水産業費  10.2％
868,162 千円

教育費  8.8％
752,634 千円

衛生費  5.7％
489,338 千円

消防費  3.9％
330,305 千円

議会費  1.4％
120,250 千円

商工費  0.9％
76,825 千円
予備費  0.2％
20,000 千円

歳出合計
8,536,863 千円

グラフ２

グラフ１

地方交付税  49.9％
4,260,000 千円

町債  15.5％
1,323,300 千円

国庫支出金  9.2％
785,503 千円

県支出金  8.4％
711,096 千円

地方消費税交付金  1.0％
86,716 千円

地方譲与税  1.0％
86,172 千円

その他  0.4％
33,780 千円

町税  8.1％
692,589 千円

繰入金  3.1％
264,098 千円

分担金及び負担金  2.0％
173,977 千円

その他  1.4％
119,632 千円

歳入合計
8,536,863 千円

依存財源  85.4％
7,286,567 千円

自主財源  14.6％
1,250,296 千円

浦
港
、
唐
隈
・
浜
漉
港
、
獅
子
島

港
を
交
付
金
事
業
や
国
庫
補
助
に

よ
り
整
備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

保
健
福
祉

　

福
祉
事
務
所
を
開
設
し
、
県
か

ら
事
務
の
移
譲
を
受
け
た
生
活
保

護
や
児
童
扶
養
手
当
等
の
事
務

に
加
え
、
こ
れ
ま
で
町
で
行
っ

て
き
た
障
害
者
福
祉
を
含
め
た
福

祉
全
般
に
わ
た
る
業
務
を
よ
り
迅

速
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
に
対
応

し
て
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
新
年
度
か
ら
事
務
所
内
に
、

新
た
に
専
門
の
家
庭
相
談
員
を
配

置
し
、
児
童
虐
待
や
配
偶
者
間
の

暴
力
防
止
な
ど
広
く
家
庭
内
の
相

談
活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
町
内
巡
回
バ

ス
路
線
の
見
直
し
を
進
め
、
利
便

性
の
高
い
路
線
を
運
行
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
温
泉
入
浴
券
の
支

給
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う

な
ど
、
各
種
の
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支

援
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
予
防
介
護
に
努
め
、
健
康
と

福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
は
、
将
来
の
長
島
町

を
担
う
子
供
た
ち
を
育
む
た
め
、

保
育
所
の
保
護
者
負
担
金
見
直
し

や
延
長
保
育
等
特
別
保
育
対
策
事

業
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
を
強
力

に
進
め
ま
す
。

　

保
健
予
防
は
、
老
人
保
健
法
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た

に
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
が
ん
検

診
等
の
健
康
増
進
事
業
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
鷹
巣
診
療
所
で
は
院

外
処
方
に
よ
る
医
薬
分
業
を
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
効
率
的
な
診
療

体
制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

環
境
衛
生

　

ご
み
の
減
量
化
は
、
地
球
規
模

で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
町
民
の
理
解
も
高
ま
り
を
見

せ
て
お
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、

広
域
処
理
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

が
運
営
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、

一
部
資
源
ご
み
の
分
別
等
に
変
更

が
生
じ
ま
す
が
、
衛
生
自
治
団
体

連
合
会
を
中
心
と
し
て
分
別
、
減

量
化
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図
り

ま
す
。

　

生
活
排
水
処
理
は
、
現
在
進
め

て
い
る
各
地
区
、
各
方
式
で
の
処

理
方
法
に
従
い
、
事
業
推
進
を
図

り
、
水
質
浄
化
を
進
め
ま
す
。

教
育

　
「
長
島
を
担
う
創
造
性
豊
か
な

魅
力
あ
る
人
材
を
育
む
郷
中
教

育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

念
頭
に
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の

充
実
や
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
薫
り
高
き
文
化
の
醸
成
に
努

め
ま
す
。

　

幼
児
教
育
は
、
預
り
保
育
や
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
中
学
校
は
、
校
舎
等
の
安
全

管
理
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
、
普
通
学
級
の
中
で

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
直
接

支
援
を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
支

援
員
」
を
配
置
し
、
基
礎
的
学
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

生
涯
教
育
は
、
各
種
学
級
の
開

設
や
社
会
体
育
事
業
を
拡
充
し
、

町
民
の
学
び
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
文
化
協
会
の
支

援
や
劇
団
四
季
の
公
演
等
自
主
文

化
事
業
に
よ
る
芸
術
鑑
賞
の
機
会

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

地
域
振
興

　

昨
年
３
月
で
閉
校
と
な
り
ま
し

た
長
島
高
校
の
跡
地
対
策
は
、
鹿

児
島
県
や
各
方
面
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
企
業
や
公
の
施
設
と

し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
定
住
促
進
に
つ

な
が
る
よ
う
誘
致
運
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
前

に
、
い
ち
早
く
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
に
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
年
10
月
に
は
、
風
力

発
電
施
設
も
完
成
と
な
り
、
こ

れ
を
長
島
の
名
所
と
し
て
生
か
す

た
め
、
公
園
整
備
や
展
示
室
の
研

究
が
課
題
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
や

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
黒
之
瀬

戸
大
橋
公
園
整
備
に
着
工
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
電
源
立
地
交
付
金

事
業
に
よ
り
小
浜
海
水
浴
場
海
浜

セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
、
ぐ
る
っ
と

一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
と
し

て
川
内
の
フ
ラ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
造

成
や
路
傍
植
栽
に
つ
い
て
も
、
町

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
い
た
だ
き

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
片
側
に
製
作
い

た
し
ま
し
た
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
各
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
設
置
し
た
造
形
物
の
展
示
施

設
な
ど
と
と
も
に
、
町
内
周
遊
観

光
の
拠
点
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
公

共
事
業
を
含
め
た
諸
施
策
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
平
成
19
年
度
に
は
土
地
改
良

償
還
金
等
５
７
０
０
万
円
を
繰
上

げ
て
返
済
し
、
基
金
へ
２
億
４
２

０
０
万
円
の
積
立
を
行
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
度
も
健
全
財
政
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に

夢
を
も
て
る
持
続
可
能
な
財
政
の

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
用
語
の
解
説

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の

償
還
金

委
員
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
は

総
額
85
億
３
６
８
６
万
３
０
０
０

円
で
、
対
前
年
度
の
当
初
比
伸
び

率
は
０
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
衛
生
費
の
離
島
等

医
療
・
福
祉
推
進
モ
デ
ル
事
業
の

増
、
消
防
費
の
防
火
水
槽
整
備
事

業
、
救
急
車
両
購
入
事
業
の
増
、

教
育
費
の
小
中
学
校
維
持
補
修
工

事
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入

　

歳
入
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
の
と

　

平
成
20
年
第
１
回
長
島
町
議
会

定
例
会
が
３
月
10
日
か
ら
21
日
ま

で
開
か
れ
、
最
終
本
会
議
で
平
成

20
年
度
一
般
会
計
予
算
や
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
な
ど
議

案
27
件
を
可
決
、
鳥
飼
美
代
子
氏

（
49
）
＝
上
揚
＝
の
教
育
委
員
会

お
り
で
す
。
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
に
つ
い
て
は
、
構
成
比
わ
ず
か

14
・
６
％
と
低
く
、
依
存
財
源
に

頼
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、

民
生
費
23
・
２
％
、
公
債
費
17
・

８
％
、
土
木
費
15
・
９
％
、
総
務

費
12
・
０
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

85
億
３
６
８
６
万
３
０
０
０
円
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←
長
年
活
躍
し
た
救
急
車
を
更
新

←
防
波
堤
や
道
路
な
ど
が
整
備
さ

れ
る
浜
漉
港

《総務課》
行政連絡員活動費・・・・・・・・・・・・14,761
防災行政無線の管理費・・・・・・・・・・12,971
各集落に防犯灯を設置・・・・・・・・・・・・2,669
ブライダル推進の交流イベント・・・・・・・1,800
ロードミラー、ガードレールの整備・・・・・・1,900
県知事選挙・・・・・・・・・・・・・・・12,978
海区漁業調整委員会委員選挙・・・・・・・・2,050
消防団活動と運営の経費・・・・・・・・・43,037
耐震性貯水槽を６基新設・・・・・・・・・24,330
救急車１台を購入・・・・・・・・・・・・21,370 
《企画財政課》
広報ながしま等の広報活動費・・・・・・・・3,042
まちづくり基金積立金・・・・・・・・・・200,000
巡回バス運行のための補助・・・・・・・・17,361
乗合タクシー運行のための補助・・・・・・・・660
女性の声を聴く会・・・・・・・・・・・・・・201
各地区のコミュニティセンター管理費・・・・・1,717
風力発電施設の管理費・・・・・・・・・・・・・7,301
漁業センサス・・・・・・・・・・・・・・・・1,653
《町民福祉課・福祉事務所》
民生委員の活動費・・・・・・・・・・・・・・・4,511
ともしび隊の活動費・・・・・・・・・・・・・281
小規模福祉作業所の運営費・・・・・・・・・・2,200
在宅介護支援センター２施設の管理費・・・・6,049
老人給食サービス・・・・・・・・・・・・・・5,600
敬老祝い金の支給・・・・・・・・・・・・・・3,877
老人クラブへの補助・・・・・・・・・・・・・1,989
シルバー人材センターの運営補助・・・・・・1,930
子宝お祝い金の支給・・・・・・・・・・・・・4,510
一人親家庭の医療費助成・・・・・・・・・・・2,730
児童手当の支給・・・・・・・・・・・・・100,415 
家庭児童相談の費用・・・・・・・・・・・・1,438
保育所の運営補助・・・・・・・・・・・・400,690
延長保育、児童相談等の費用・・・・・・・22,777
放課後児童クラブの運営補助・・・・・・・・4,920
母子家庭の児童扶養手当支給・・・・・・・36,330
母子家庭の高等技術訓練の促進・・・・・・・2,472
母子家庭等の施設入所支援・・・・・・・・・・2,457
へき地保育所の運営費・・・・・・・・・・・8,882
《保健衛生課》
乳児、妊婦検診の委託料・・・・・・・・・・・・・・5,786
エンジェル支援の補助・・・・・・・・・・・・400

乳幼児の医療費助成・・・・・・・・・・・12,493
保健センターの管理費・・・・・・・・・・・・577
乳幼児から老人までの予防接種・・・・・・15,835
結核予防のレントゲン健診やＢＣＧ接種・・・2,292
がん検診等の委託・・・・・・・・・・・・15,728
メチル水銀の曝露被害者等のリハビリ・デイサービ
ス等・・・・・・・・・・・・・・・・・・31,059
水俣病相談窓口の設置・・・・・・・・・・・2,213
火葬場施設の管理費・・・・・・・・・・・10,552
家庭ごみの収集経費・・・・・・・・・・・128,759
し尿処理の経費・・・・・・・・・・・・・57,944
出産時の育児一時金の支給・・・・・・・・14,000
高齢者（介護度 4・5）へのおむつ支給・・・・・1,200
《水産商工課》
マダイ、ヒラメ等の稚魚放流・・・・・・・・・6,550
海峡おさかなグループ等の販売促進・・・・・1,000
航路標識の新設、修繕・・・・・・・・・・・・1,550
漁業後継者の育成事業・・・・・・・・・・・・2,689
お魚祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,385
離島の漁業再生支援・・・・・・・・・・・17,504
三船漁港の整備・・・・・・・・・・・・・90,023
蔵之元漁港、黒崎漁港の調査・設計委託・・・6,800
漁港の防波堤改良等（大島・汐見漁港）・・・・4,800
商工業の振興・・・・・・・・・・・・・・・4,433
小浜海水浴場海浜センターの設計・調査・・・6,028
温泉センター（２施設）の管理費・・・・・25,047
三船の生活排水等整備・・・・・・・・・・150,065
水産種苗センターの管理費・・・・・・・・25,000
《事業推進課》
黒之瀬戸大橋公園の整備・・・・・・・・・46,797
ぐるっとフラワーロード事業・・・・・・・・・4,778
《総合管理課》
指江庁舎の会議室に机、椅子等購入・・・・・・1,500
《水道課》
浄化槽設置者（旧東地域）に対する補助・・21,550
漏水探知機の購入・・・・・・・・・・・・・・・1,600
鷹巣の集落排水施設の管理費・・・・・・・14,466
汐見の集落排水施設の管理費・・・・・・・・・4,935
幣串の集落排水施設の管理費・・・・・・・・・・5,753
《長生園》
長生園の管理費・・・・・・・・・・・・・45,323
《農林課》
農業制度資金への利子補給・・・・・・・・・・1,705
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川床ふれあい広場の管理
長島フェスタの開催委託料・・・・・・・・・・3,700
イノシシ電気柵（20 基）設置
獅子島みかん選果場の整備・・・・・・・・20,532
農畜産物処理加工施設、畑作農産加工施設・農林水
産物処理加工施設の管理費・・・・・・・・17,620
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するため
の交付金・・・・・・・・・・・・・・・・47,998
日本マンダリンセンターの管理費・・・・・・9,966
日本マンダリンセンターの
展示、品種見本園の管理費・・・・・・・・・4,241
総合交流ターミナル施設の管理費・・・・・・・876
優良繁殖雌牛導入、保留事業の補助・・・・・1,000
長島牛銘柄確立対策の補助・・・・・・・・・・1,200
イノシシ等の捕獲補助・・・・・・・・・・・・1,820
緑のダム推進事業の補助・・・・・・・・・・・500
緊急間伐促進事業の補助・・・・・・・・・・・2,500
森林組合への補助・・・・・・・・・・・・・・・・5,500
県森林整備公社への補助・・・・・・・・・・・700
除間伐の委託（犬鹿倉、竹ノ渡、大久保）・・・1,709
林道五郎地平線の開設・・・・・・・・・・38,505
林道白瀬線の開設・・・・・・・・・・・・24,017
《耕地課》
元気な地域づくり整備交付金（基盤整備促進）事業
の計画作成委託・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000
山寺地区の畑かん施設改良・・・・・・・・・・8,120
伊唐大橋の航路標識、航空障害灯の点検委託・・1,965
農道の維持補修・・・・・・・・・・・・・・・4,000
山寺地区の基盤整備・・・・・・・・・・・40,407
口之福浦地区の基盤整備・・・・・・・・・14,145
蔵之元地区の基盤整備・・・・・・・・・・60,606
獅子島須舞取地区の土砂崩壊防止事業・・・17,682
《建設課》
茅屋口之福浦線、指江川内線、管木三角線、長崎原線、
片側線、小浜蔵之元線ほかの維持・・・・・27,500
道路維持のためのユンボ、ダンプトラック、軽トラッ
ク、草払い機の購入・・・・・・・・・・・・・6,600
川床梅ノ木山線、平尾浜漉線、指江川床線、川床加
世堂線、川床市来崎線、蔵之元浜漉線、山門野汐見
線、小田海岸線、鷹巣杉ノ段線、真 添線、役場前線、
平吹薄井線、南母良木線、山中矢堂線、上揚本町線
の整備・・・・・・・・・・・・・・・・261,500
平尾浜漉線の整備・・・・・・・・・・・・107,025

山門野汐見線の整備・・・・・・・・・・・58,721
萩之牟礼茅屋線の整備・・・・・・・・・・59,794
山門野汐見線、平吹薄井線、山中矢堂線の測量設計
迫之前線の家屋調査・・・・・・・・・・・11,000
白瀬本浦線の測量設計、家屋調査・・・・・・・3,000
白瀬本浦線、北方崎線、平尾浜漉線、浜漉茅屋線、
萩之牟礼茅屋線の整備・・・・・・・・・・55,000
本浦港の整備・・・・・・・・・・・・・・152,240
浜漉港の整備・・・・・・・・・・・・・・96,431
柏栗港浮桟橋の設計委託・・・・・・・・・・9,453
御所浦港、柏栗港、湯ノ口港の整備・・・・132,347
御所浦地区の野積場埋立工事、城川内港の野積場舗
装工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,000
浦底港、加世堂港、御所浦地区の野積場舗装工事、
柏栗の簡易標識灯設置工事、本浦港の車止設置工事
ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,000
田尻地区公営住宅の新築工事、川床団地解体工事、
川床造成工事ほか・・・・・・・・・・・・36,000
諸浦港可動橋の管理・・・・・・・・・・・・・・2,101
《教育総務課》
獅子島地区の小中学校にＡＥＤを設置・・・・・898
城川内地区の教員住宅の解体・・・・・・・・・・1,200
城川内小校舎の耐力度調査・・・・・・・・・・・4,000
川床小校舎モルタル落下防止工事、田尻小校庭トイ
レ通用路設置工事、本浦小体育館屋根改修工事、蔵
之元小体育館屋根補修工事ほか・・・・・・36,780
鷹巣中・川床中遠距離通学定期券・・・・・・2,288
鷹巣中管理棟外壁、屋根防水工事・・・・・27,620
長島中駐車場整備工事・・・・・・・・・・・・483
獅子島地区スクールバスの管理・・・・・・・3,235
私立幼稚園の保育料の一部補助・・・・・・・6,298
私立幼稚園の公立幼稚園との格差解消のための保育
料の一部補助・・・・・・・・・・・・・・・1,759
指江の給食運搬車購入・・・・・・・・・・・4,672
《学校教育課》
英語指導助手（ＡＬＴ）の設置・・・・・・11,131
《社会教育課》
生涯学習、家庭教育、高齢者学級の委託・・・2,490
指江、鷹巣図書館に書籍の購入等・・・・・・2,000
劇団四季、子ども芸術劇場・・・・・・・・・2,580
自治公民館対抗スポーツ大会、マラソン大会、ウォー
キング大会等・・・・・・・・・・・・・・・・3,970
Ｂ＆Ｇ武道館、管理棟の屋根改修・・・・・・9,704
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○
妊
婦
健
診
を
７
回
ま
で

公
費
負
担
し
ま
す
。

○
早
め
に
妊
娠
届
出
を
し

て
妊
婦
健
診
を
無
料
で
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

母
子
手
帳
の
交
付
時
に
受
診
票

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
保
健
衛
生

課
も
し
く
は
総
合
管
理
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
全
国
的
に
産
婦
人
科
の

お
医
者
さ
ん
が
少
な
く
な
り
、
妊

婦
さ
ん
や
お
産
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
長
島
町
で
も
町
外
で
お

産
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間

的
に
も
経
済
的
に
も
負
担
が
か
か

る
状
況
で
す
。

　

緊
急
の
出
産
で
は
、
薩
摩
川
内

市
や
鹿
児
島
市
へ
の
搬
送
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

妊
娠
し
た
ら
早
く
届
出
（
11
週

以
内
）
を
し
て
、
母
胎
の
異
常
が

な
い
か
等
の
確
認
の
た
め
に
も
、

早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
健
診
を
早
い
時
期
か

ら
受
け
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て

妊
娠
経
過
を
過
ご
し
て
お
産
を
迎

　

納
税
は
、
各
納
期
ご
と
の
納
期

内
納
入
が
原
則
で
す
が
、
納
税
組

合
ご
と
に
納
入
状
況
を
分
析
す
る

と
、
12
月
に
一
括
完
納
さ
れ
る
方

や
、
３
月
の
年
度
末
に
完
納
さ
れ

る
方
が
多
く
、
納
期
内
納
入
率
低

下
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納

期
内
納
入
率
が
低
下
し
て
し
ま
う

と
、
公
共
事
業
な
ど
に
支
払
う
費

用
が
不
足
し
、
銀
行
な
ど
か
ら
一

時
借
り
入
れ
す
る
こ
と
に
な
り
、

町
の
仕
事
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

町
税
は
、
ま
ち
の
活
力
を
支
え

る
た
め
の
大
切
な
自
主
財
源
で

す
。
各
納
期
ご
と
の
、
納
期
内
納

入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
活
用

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
各

納
期
ご
と
に
預
金
通
帳
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
し
が
で
き
、
納
税
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
お
出
か
け
に
な

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し
い

方
、
不
在
が
ち
な
方
に
は
、
特
に

便
利
で
す
。
納
付
を
忘
れ
、
延
滞

金
（
年
利
14
・
６
％
）
を
納
め
る

こ
と
に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
口
座
引
き
落
し
日
は
、
納
付

月
の
25
日
で
す
。（
25
日
が
祝
日
、

土
、
日
曜
日
の
場
合
は
、
翌
営
業

日
）

口
座
振
替
申
込
の
方
法

１
準
備
す
る
も
の

引
き
落
し
す
る
通
帳
・
印
鑑

２
申
込
場
所

引
き
落
し
を
し
た
い
口
座
の
あ
る

金
融
機
関

３
申
込
用
紙

各
金
融
機
関
、
役
場
税
務
課
・
総

合
管
理
課

４
申
し
込
み
の
で
き
る
金
融
機
関

①
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同

組
合
東
事
業
所
・
長
島
事
業
所

②
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
長
島
支

店
・
西
長
島
支
店

③
鹿
児
島
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
東
町
支
店

④
町
内
の
郵
便
局

※
町
税
の
口
座
振
替
を
推
進
し
て

い
ま
す
の
で
，
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
の
減
免
制
度

◎
軽
自
動
車
税

　

身
体
障
害
者
や
精
神
障
害
者
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
身
体
障

害
者
本
人
が
日
常
生
活
用
と
し
て

運
転
す
る
場
合
、
身
体
障
害
者
の

通
院
・
通
学
・
通
所
な
ど
の
た
め

に
、
生
計
を
同
一
に
す
る
方
が
運

転
す
る
場
合
に
減
免
で
き
ま
す
。

（
１
人
１
台
に
限
り
ま
す
）

◎
固
定
資
産
税

　

生
活
保
護
受
給
者
や
公
益
の
た

め
直
接
占
有
す
る
固
定
資
産
（
自

治
公
民
館
の
敷
地
を
無
料
で
借
用

し
て
い
る
場
合
）、
災
害
な
ど
に

よ
り
著
し
く
価
格
を
減
じ
た
固
定

資
産
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
「
町
税
減
免
申
請
書
」
は
、
前

年
度
申
請
者
お
よ
び
各
納
税
組
合

長
さ
ん
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
税
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
該
当
者

は
、
減
免
申
請
書
と
身
体
障
害
者

手
帳
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

町税だより　　　

４月は軽自動車税の納付月
　　　　　　「納期限は 4 月 30 日（水）です」
　４月から平成 20 年度がスタートしました。町税の納期限内納入をお願いします。

　税務課では、平成 19 年度に登

録されている町内の土地および家

屋の縦覧を４月１日（火）から６

月２日（月）まで実施します。

　納税義務者本人の所有以外の土

地・家屋についても、一定の項目

に限り縦覧ができ、納税義務者本

人の課税台帳の閲覧は１年を通し

てできます。（いずれも、土・日・

祝祭日を除きます）

　特に、平成 19 年中に土地の異

動をされた方や家屋を新築・増築

された方は、早めに閲覧くださ

い。ただし、代理の方が課税台帳

を閲覧される場合は委任状が必要

となります。

　縦覧・閲覧にお越しの際には、

必ず印鑑を持って持参してくださ

い。　

【問い合わせ先】

役場税務課

℡０９９６‐８６‐１１１１

固定資産の縦覧と閲覧え
ら
れ
る
よ
う
、
町
で
は
妊
婦
健

診
を
７
回
ま
で
公
費
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
早
期
か
ら
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
、
妊
婦
さ
ん
自
身
が
自
分

の
健
康
状
態
を
知
り
、
す
こ
や
か

な
お
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
と

き
は
、
役
場
の
保
健
師
に
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
保
健
衛
生
課
保
健
係

℡
０
９
９
６
‐
８
６
‐
１
１
１
１

内
線
１
１
０
３

ごみの減量化・資源化にご協力を
○生ごみの水切りをしっかりしまし
ょう。
○燃えないごみはステーションのコ
ンテナに出しましょう。
○資源ごみはネット回収になりま
す。
○ペットボトルはふたとラベルを取
りましょう。
○びんのふたは取り、水で軽くすす
ぎましょう。
○缶はアルミとスチールに分けて出
しましょう。
○古紙類は種類ごとに紙紐でくくっ
て出しましょう。
○廃プラスチックの汚れはきれいに
洗って出しましょう。
○そのほか、ごみ出しのチラシを確
認して出しましょう。

未来の子どもたちのために
地球温暖化防止にご協力を

　家庭でできる省エネに取り組みま
しょう。
○冷暖房機器のつけっぱなしをしな
いようにしましょう。
○電気ポットなど電気製品を長時間
使わないときはコンセントからプラ
グを抜きましょう。
○テレビをつけたまま他の用事をし
ないようにしましょう。
○シャワーはお湯を流しっぱなしに
しないようにしましょう。
○車の運転の際は経済速度を心が
け、急発進・急加速をしないように
しましょう。
○車に頼らず近いところは健康のた
めに歩きましょう。
【問い合わせ先】
役場保健衛生課環境衛生係
℡０９９６‐８６‐１１１１
内線１１０７

ごみ出しが変わりました

４月１日から医療費制度が改正されます
○自己負担割合の改正

義務教育就学前の子ども

平成 20年３月 31 日まで 平成 20年４月１日から

３歳未満　⇒　２割
義務教育就学前　⇒　２割
（６歳に達する以降の最初の３月 31日まで）

70 歳以上 75 歳未満の人

平成 20年３月 31 日まで 平成 20年４月１日から
１割

（現役並み所得者以外）

２割 [ １年間凍結で１割 ]
（現役並み所得者以外）

○退職医療制度の対象年齢

平成 20年３月 31 日まで 平成 20年４月１日から
退職者医療制度の対象年齢

75歳未満

退職者医療制度の対象年齢

65歳未満

早
め
に
妊
娠
届
け
を
し
て
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
が
す
き

前
田
ま
ゆ
み  
著

えみるの赤いランドセル
風見しんご  著

「ふだんの暮らし」愛好家が贈る、毎日を愛するための小さな
アイデア集。

え
み
る
は
、
わ
ず
か
10
歳
の
短
い
人
生
を
交
通
事
故
で
閉
じ
た
。

ず
ー
っ
と
、
ず
ー
っ
と
一
緒
に
い
た
か
っ
た
。
い
ま
風
に
、
虹
に
、

光
に
な
っ
て
そ
ば
に
い
る
。『
チ
チ
、
ハ
ハ
、
も
う
泣
か
な
い
で
』

と
。
え
み
る
ち
ゃ
ん
の
作
品
を
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
掲
載
。

散
り
急
ぐ
梅
を
見
て
い
る
別
れ
か
な　
　
　

平
山　

風
鳥

白
梅
や
洗
ふ
野
石
の
手
洗
鉢　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

臥
竜
梅
天
に
向
ひ
て
翔
ぶ
構
へ　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

喪
づ
か
れ
や
メ
ガ
ネ
を
拭
ふ
朧
の
夜　
　
　

山
嵜
加
代
子

卒
業
の
墓
前
に
そ
へ
し
医
師
免
許　
　
　
　

平
山　

勝
子

卒
業
の
学
舎
ひ
そ
と
暮
れ
残
る　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

咲
き
き
つ
て
水
仙
の
白
透す

く
ば
か
り　
　
　

迫
口　

君
代

フ
リ
ー
ジ
ア
と
水
仙
束
ね
花
器
に
挿
す

　
　
　

心
足
ら
ひ
て
客
を
待
つ
わ
れ　
　
　

浜
田
美
代
子

行
人
岳
越
ゆ
れ
ば
群
を
整
へ
て

　
　
　

も
ど
り
鶴
ら
の
高
鳴
き
の
声　
　
　

浜
畑　

松
枝

輝
か
ぬ
日
輪
あ
を
ぎ
驚
き
ぬ

　
　
　

山
川
草
木
黄
砂
に
か
す
む　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

荒
き
雨
止
み
た
る
後
の
静
か
さ
に

　
　
　

澄
み
て
聞
こ
ゆ
る
鶯
の
声　
　
　
　

本
田　

幸
子

木
の
芽
流
し
と
ふ
春
雨
の
音
聞
き
な
が
ら

　
　
　

鶴
の
帰
行
の
日
な
ど
を
思
ふ　
　
　

町
田
キ
ク
エ

虹
色
に
穂
先
か
が
や
く
掘
り
た
て
の

　
　
　

筍
の
皮
て
い
ね
い
に
剥
ぐ　
　
　
　

松
元　

睦
子

涙
し
て
長
き
道
中
越
へ
た
ら
ん

　
　
　

篤
姫
偲
ぶ
野
間
の
関
所
跡　
　
　
　

吉
田　

映
子

や
は
ら
か
に
香
る
石つ

わ
ぶ
き蕗
煮
つ
つ
を
り

　
　
　

夫
と
の
夕
餉
い
つ
ま
で
つ
づ
く　
　

岩
下　

ち
江

暮
れ
な
ず
む
天
草
の
空
の
夕
光か

げ

に

　
　
　

真
向
ふ
我
が
家
の
窓
の
明
る
む　
　

岩
下　

房
代

来
年
て
ふ
余
命
は
知
ら
ず
見
果
つ
る
ま
で

　
　
　

鶴
を
見
送
る
両
手
を
振
り
て　
　
　

岩
冨
八
代
子

休
耕
の
里
の
棚
田
に
ひ
か
り
満
ち

　
　
　

畦
に
立
ち
ゐ
し
亡
き
父
母
思
ふ　
　

樫
平　

頼
子

竹
鳴
り
て
夜
嵐
荒
ぶ
り
眠
ら
む
と

　
　
　

惑
ふ
夫
の
寝
息
か
そ
け
き　
　
　
　

米
尾　

和
子

退
院
の
友
を
ひ
た
す
ら
待
ち
お
り
し

　
　
　

母
に
訃
報
の
言
葉
探
せ
り　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

短
歌

生
れ
来
た
人
生
成
り
と
大
切
に

　
　
　

野
山
の
草
木
負
ず
と
生
る　
　
　
　

町
田　

末
則

高
校
の
会
誌
も
絶
え
て
八
十
路
過
ぐ

　
　
　

あ
の
友
逝
き
て
か
の
者
去
れ
ば　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

落
椿
踏
ま
ず
踏
ま
ず
に
来
る
母
子　
　
　
　

川
添　

行
秋

町
長
動
静　

３
月

３
日　

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

４
日　

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

財
団
法
人
市
町
村
職
員
厚
生
会
評
議
員
会
（
鹿
児
島
市
）

５
日　

母
子
寡
婦
福
祉
会
東
支
部
総
会
（
長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会
（
長
島
町
役
場
）

６
日　

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
説
明
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
審
議
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
日-

22
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

13
日　

中
学
校
卒
業
式
（
町
内
）

15
日　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
出
水
阿
久
根
道
路
着
工
式

（
阿
久
根
市
）

17
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

18
日　

バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
販
売
大
会
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部
監
査

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

19
日　

伊
唐
保
育
園
卒
園
式
（
伊
唐
保
育
園
）

　
　
　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
業
者
説
明
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

22
日　

指
江
保
育
園
園
庭
落
成
式
（
指
江
保
育
園
）

24
日　

小
学
校
卒
業
式
（
町
内
）

　
　
　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　

長
島
町
観
光
公
社
理
事
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　

教
育
委
員
会
管
理
者
送
別
会
（
町
内
）

27
日　

獅
子
島
化
石
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
（
片
側
）

　
　
　

県
医
療
費
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

28
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
（
出
水
市
）

　
　
　

県
町
村
会
臨
時
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

農
業
経
営
構
造
対
策
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
市
町
村
土
地
開
発
公
社
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

県
離
島
振
興
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

ダ
ム
・
発
電
合
同
総
会
（
鹿
児
島
市
）

31
日　

有
害
鳥
獣
捕
獲
協
議
会
（
長
島
町
役
場
）

【課長級】
会計管理者兼会計課長（総合管理課長）関　　俊則
町民福祉課長
（町民福祉課長兼福祉事務所長）           前田　　穗
福祉事務所長
（町民福祉課長補佐兼福祉事務所次長）    江口　　伸
水産商工課長
（水産商工課技術補佐兼工務第一係長）    浦　　弘成
総合管理課長（農業委員会事務局長）小森　芳裕
農林課長（建設課長補佐兼管理係長）大平　洋光
長生園園長
（教育総務課長補佐兼鷹巣学校給食センター係長）    川下　　孝
農業委員会事務局長
（農林課長補佐兼農政第一係長）           大川　一成
教育総務課長
（耕地課長補佐兼管理係長兼事業係長）迫口　　稔
総務課参事（会計管理者兼会計課長）下平　隆康
水産商工課参事（水産商工課長）         川添　英一
農林課参事（農林課長）                         谷村　良文
耕地課参事（長生園園長）                     児玉　健二
【課長補佐級】
企画財政課長補佐兼企画調整第一係長兼広報統計係長
（企画財政課長補佐兼企画調整第一係長）      宮脇　道夫
水道課長補佐兼管理係長
（水道課長補佐兼管理第一係長）           畠中　陽一
水道課技術補佐兼下水道第一係長
（水道課技術補佐兼下水道係長）           浦　　義弘
水産商工課主幹兼工務係長
（水産商工課主幹兼工務第二係長）       石橋　久信
農林課主幹兼農政係長
（農林課主幹兼農政第二係長）               椎原　洋樹
建設課主幹兼用地係長
（建設課主幹兼用地第一係長）               大西　藤男
建設課主幹兼管理係長兼建築係長
（建設課主幹兼用地第二係長兼建築係長）      城戸　隆也

耕地課主幹兼工務係長
（耕地課主幹兼工務第三係長）               大堂　充博
耕地課主幹兼管理係長兼事業係長
（耕地課主幹兼計画調整係長）               滝下　勇人
水道課主幹兼下水道第二係長
（水道課主幹兼水道第二係長）               濵元　秀記
水道課主幹兼水道第二係長
（阿久根地区消防組合へ派遣）               冷水　伸一
教育総務課主幹兼鷹巣学校給食センター係長
（水道課主幹兼管理第二係長）               竹本　浩憲
【係長級】
鹿児島県へ派遣（税務課主任）             児島　忠光
税務課主任（企画財政課主任）             瀬ノ口政輝
鹿児島県へ派遣（保健衛生課主任）     町口　真浩
保健衛生課主任（農林課主任）             岩塚　大作
【係員】
企画財政課主事（税務課主事）             荒田あけみ
企画財政課主事（鹿児島県へ派遣）     濵田　将尚
耕地課主事
（北薩広域行政事務組合へ派遣）           山口　博之
平尾診療所歯科医師（新規採用）         楠元　孝宣
阿久根地区消防組合へ派遣
（新規採用）                                              岩下　　翼
阿久根地区消防組合へ派遣
（新規採用）                                              永田　康夫
税務課主事補（新規採用）                     福山　幸樹
水産商工課主事補（新規採用）             林　英里佳
農林課技師補（新規採用）                     桐野雄一郎
【用務員】
平尾小学校（川床小学校）                     滝下　淳子
川床小学校（田尻小学校）                     堀野　澄子
川床中学校（城川内小学校）                 久保久美子
田尻小学校（鷹巣中学校）                     瀬戸上美春
鷹巣中学校（川床中学校）                     中村　志保
鷹巣小学校（平尾中学校）                     山下みつえ

役場の人事異動（　）内は旧職
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INFORMATION
 

水
俣
病
犠
牲
者

　
　
　

慰
霊
式
を
開
催

 

エ
コ
リ
ア
北
薩

　
　
　
　
　

稼
動
開
始

 

医
療
制
度

　

意
見
交
換
会
を
開
催

 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

　
　
　

着
用
が
義
務
化

 

人
権
啓
発

　

ラ
ジ
オ
番
組
の
放
送

 

税
務
相
談
の

　

事
前
予
約
制
を
導
入

 

労
働
保
険

　
　

年
度
更
新
手
続
き

カッパタイプベルトタイプ空気密封式

浮力はもちろん、防水
防寒性能まで兼ね備え
ている

コンパクトな膨張式、
腰に巻くだけで動きや
すくなっている

空気を閉じ込めた袋を
浮力体としたもの。柔
らかく動きやすい

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を

捧
げ
、
環
境
再
生
・
創
造
を
誓
う

た
め
に
、
５
月
１
日
に
「
水
俣
病

犠
牲
者
慰
霊
式
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
お
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
20
年
５
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

○
会
場

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
「
水
俣
病
慰
霊

の
碑
」
前

【
問
い
合
わ
せ
先
】

水
俣
市
環
境
対
策
課
環
境
企
画
室

℡
０
９
６
‐
６
１
‐
１
６
１
２

　

４
月
１
日
か
ら
稼
動
を
開
始
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
の
愛
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
１
９
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中

か
ら
、
未
来
の
資
源
確
保
や
ご
み

の
減
量
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

地
域
の
方
に
親
し
み
や
す
い
名
称

で
あ
る
「
エ
コ
リ
ア
北
薩
」
を
採

用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
場
所

出
水
市
野
田
町
上
名

○
処
理
す
る
ご
み
等

粗
大
ご
み
、
不
燃
物
ご
み
、
資
源

化
ご
み

　

地
域
住
民
と
と
も
に
「
今
の
医

療
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
」
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
設
け
、
率
直
な

意
見
交
換
会
を
行
い
、
今
後
の
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
を
作
り
上
げ
て

い
く
た
め
、
阿
久
根
市
民
病
院
が

主
催
し
て
町
内
２
カ
所
で
『
医
療

制
度
意
見
交
換
会
』
を
開
催
し
ま

す
。

[

鷹
巣
地
区]

○
日
時

平
成
20
年
４
月
26
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所

山
中
自
治
公
民
館

[

指
江
地
区]

○
日
時

平
成
20
年
５
月
17
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所

指
江
自
治
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
久
根
市
民
病
院
医
療
安
全
管
理
室

℡
０
９
９
６
‐
７
３
‐
１
３
３
１

　

４
月
１
日
か
ら
航
行
中
の
小
型

漁
船
に
一
人
で
乗
船
し
て
、
漁
労

に
従
事
す
る
場
合
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
違
反
し
た
場
合
は
、

６
カ
月
以
内
の
免
許
停
止
等
の
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
漁
労
の

種
類
に
応
じ
た
適
切
な
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
選
び
、
安
全
を
確

保
し
、
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

℡
０
９
９
‐
２
２
２
‐
５
６
６
０

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
広
く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
と

そ
の
擁
護
に
つ
い
て
、
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
人
権
啓
発
ラ
ジ
オ
番
組
を
放

送
し
て
い
ま
す
。

○
番
組
名

う
ね
ち
ゃ
ん
の
「
人
権
よ
も
や
ば

な
し
」

○
放
送
局

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

○
放
送
期
間

平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月

○
放
送
日
・
時
間

毎
週
火
曜
日

午
後
４
時
55
分
〜
午
後
５
時

※
再
放
送

毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
55
分
〜
午
後
３
時

　

平
成
20
年
５
月
か
ら
、
各
税
務

署
に
お
い
て
帳
簿
書
類
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
の
面
接
相
談
が
必
要

な
場
合
に
は
、
十
分
な
相
談
時
間

を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
担
当
部
門
に
面
接
日
時
を

予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

予
約
の
際
に
は
、
氏
名
（
名

称
）・
住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を

伺
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

出
水
税
務
署

℡
０
９
９
６
‐
６
２
‐
０
２
０
０

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期

間
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
は
、
こ
の
期
間
ま
で
に

平
成
19
年
度
の
確
定
保
険
料
、
平

成
20
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告

と
納
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

集
合
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
会
場
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
当
該
会
場
で
提
出
で
き

な
い
場
合
は
、
５
月
20
日
ま
で
に

労
働
基
準
監
督
署
で
手
続
き
を
行

う
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時

平
成
20
年
５
月
７
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

○
会
場

東
町
漁
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

川
内
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
９
９
６
‐
２
２
‐
３
２
２
５

　このたび、旧関西あづま会と旧関西長島会は

合併しました。その第１回記念交流会を次のと

おり開催しますので、多数の皆さまのご参加を

お待ちしています。

○日時　平成 20 年６月１日（日）

○場所　太閣園「３Ｆダイヤモンドホール」

　　　　　℡０６－６３５６－１１１０

○交通機関

ＪＲ東西線「大阪城北詰駅」３番出口徒歩３分

ＪＲ環状線、京阪、地下鉄鶴見緑地線「京橋駅」

徒歩７分

【連絡先】

　関西ながしま会事務局

　　福嵜　健雄

　　℡０７２６－９３－５０８５

○日時　平成 20 年５月 25 日（日）
　　　　午後 12 時 30 分スタート
○場所　出水ゴルフクラブ
○参加資格　長島町内に住所を有している方
○参加料　１，０００円（賞品代）
　　　　　　プレー料は自己負担
○申し込み
　申込書は、役場指江庁舎社会教育課内（体
育協会事務局）・長島町開発総合センター・
長島町文化ホールに用意してあります。申込
締切は５月 15 日ですが、先着 50 人で締め
切ります。
【問い合わせ先】
　長島町体育協会ゴルフ部部長　千 明洋
　　℡０９９６－８８－５７３８
　　携帯０８０－５２７２－２７５８

第１回関西ながしま会合併記念交流会を開催第２回町民ゴルフ大会の出場者募集
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春
を
告
げ
る
菜
の
花
が
満
開

　

若
草
が
芽
吹
く
季
節
と
な
り
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
春
の
花
が
満
開

に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
田
ん
ぼ
を
菜
の
花

が
眩
い
黄
色
に
染
め
て
ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
田

ん
ぼ
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
種

子
を
地
主
さ
ん
が
自
主
的
に
購
入

し
た
り
、
町
か
ら
配
布
し
た
り
し

て
蒔
い
た
も
の
で
す
。
地
主
さ
ん

た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
黄
色
い

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う

な
菜
の
花
畑
が
実
現
し
ま
し
た
。

４
月
の
中
旬
ま
で
は
、
小
浜
の
県

道
沿
い
や
広
野
の
国
道
沿
い
、
平

尾
中
南
の
県
道
沿
い
、
蔵
之
元
の

国
道
沿
い
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

来
年
度
も
国
・
県
・
町
道
沿
い

を
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
敷
き
詰

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

田
ん
ぼ
等
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る

方
は
、
事
業
推
進
課
景
観
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

 わ

が
ま
ち

の景観
づ
く

り

造
形
美
術
展
作
品
を
展
示

　

全
町
民
が
参
加
し
て
盛
大
に
開

催
し
た
長
島
造
形
美
術
展
。
こ
の

作
品
を
、
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
道
の
駅
長
島
や
川
床
ふ
れ

あ
い
の
郷
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
東
泉

望
に
設
置
し
、
展
示
施
設
を
建
設

し
ま
し
た
。

石
積
み
の
回
廊
づ
く
り

　

ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
石
積
み
の
回
廊
づ
く

り
を
実
施
。
川
床
小
学
校
や
長
島

中
学
校
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
自
然
石
を
活
用
し
た

石
積
み
が
甦

よ
み
が
えり

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
や
ふ
る
さ

と
景
観
づ
く
り
の
一
貫
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。 海

か
ら
天
に
か
け
る
美
し
い
島

川床ふれあいの郷

道の駅長島

温泉センター東泉望

平尾中南の県道沿い川内の県道沿い

川床小学校の石積み

小浜の県道沿い

上り浜・汐見の段々畑

汐見老人クラブを追加認定
　長島町ふるさと景観条例が施
行され、美しい魅力あるふるさ
と景観づくりに協力し活動しよ
うとする団体等を協定団体とし
て、本年度３団体認定しました
が、今回、さらに１団体を追加
認定しました。
　自分たちで年間を通して管理
する 20 ㎡以上の花壇を有して
いることが認定条件です。認定
団体には、町から種子や肥料代
の一部を助成します。
　新年度もこのような団体が増
え、長島町内に心癒

いや

されるきれ
いな花壇が増えることを期待し
ます。
[ 追加認定団体 ]　
認定番号　　第４号
協定団体名　汐見老人クラブ
代表者名　　濱田　佐敏
構成員数　　30 人
主な活動場所
　国道 389 号の汐見信号から黒
之瀬戸大橋方面へ約 400 ㍍
　長島町ふるさと景観協定団体
の認定については、随時受け付
けています。
【問い合わせ先】
役場事業推進課景観係
℡０９９６‐８６‐１１１１
内線１２６６
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

作放棄地の解消を耕 農業委員が荒廃農地の草払い

物料理の開発に期待
プロに学ぶ初めての料理

橘栽培の将来展望を探る柑 マンダリンフェスタ 2008

　長島町農業委員会では、このほど耕作放棄地の解消
対策として荒廃農地の草払いを実施しました。
　この取り組みは補助事業（担い手アクションサポー
ト事業）を活用したもので、長年の耕作放棄により雑
木や雑草が生い茂る原野となっていた土地を、所有者
の同意を得て整地しました。この土地は農地として利
用可能な状態まで回復しました。
　今後も、耕作放棄地の解消のために継続して指導を
進めていきます。農地の貸付を希望される方は農業委
員会へ相談してください。

　料理のプロから地元の特産品を使った新メ
ニューを伝授してもらおうと３月 19 日、長
島町農林水産物処理加工施設で「プロに学ぶ
初めてのジャガイモ料理セミナー」が開かれ
ました。
　長島町観光協会（礒永秀生会長）が主催し
たこの企画には、町内から約 30 人が参加し
ました。イギリスやフランス、スイス、グア
ムなどの海外やホテルの総料理長として活躍
された吉田弘氏が、ジャガイモに溶けたチー
ズをからめるクラレットやブリのカルパッ
チョ、ヒオウギ貝とバター、トマト、白ワイ
ンを混ぜ合わせた炒め物など、本町の食材を
使用した目新しい料理を披露しました。
　このセミナーで学んだ知識を生かし、参加
者が長島の名物料理を開発されることに期待
したいです。

　マンダリンフェスタ講演会 2008 が３月 25 日、長
島町開発総合センターでありました。
　「明日のミカン産業を語る」をテーマに開かれたこ
の講演会。千葉大学環境健康フィールド科学センター
客員教授の広瀬和榮氏と農業開発総合センター果樹部
栽培研究室主任研究員の野間誠氏が、「柑橘栽培の将
来展望」や「ミカンの商品性向上と安定生産技術」に
ついて講話しました。受講者は講師の技術を習得しよ
うと熱心に耳を傾けていました。

↑特産品を新たな発想で調理する講師

↓長年、雑草が生い茂っていた農地の草払い

↑講師の話に耳を傾ける参加者

名

和と安全を守る立派な隊員に
自衛隊新入隊者壮行会

久根北ＩＣ付近から着手阿 西回り自動車道出水阿久根道路着工式

に向って旅立つ夢 町内の小・中学校で卒業式

平

↑式典後、卒業生が
「旅立ちの日に」を合
唱。時おり涙を拭きな
がら、熱唱する卒業生

←在校生や保護者が見
守る中、卒業生一人ひ
とりに卒業証書が手渡
される

　３月５日、平成 19 年度自衛隊新入隊者壮行会が長
島町役場町長応接室であり、自衛隊関係者や町自衛隊
父兄会らが新入隊者を激励しました。
　本年度の入隊者は、嶋内和也さん（茅屋）、馬場建
誠さん（伊唐）、加世堂理奈さん（加世堂）中橋光さ
ん（幣串）、です。４人はこれからの厳しい規律訓練
を経て、国民の平和と安全を守る、立派な自衛官とな
ることでしょう。

　南九州西回り自動車道の出水阿久根道路の着工式が
３月 15 日、阿久根市の折多小学校でありました。
　出水－鶴川内ＩＣ間の約 14.9 ㌔を４車線で計画し
ているこの事業。暫定２車線で整備が進められ、阿久
根北ＩＣ付近から着手する予定です。開通時期はまだ
未定です。

　町内の中学校で３月13日、小学校で24日、
卒業式がありました。中学校 142 人、小学
校 115 人の卒業生が保護者や教職員、地域
住民らに温かく見守られ、学び舎を後にしま
した。
　平尾中学校では、男子５人、女子９人の計
14 人が卒業。竹下精一校長から卒業生一人
ひとりに卒業証書が手渡されました。竹下校
長は「健康と継続（粘り強さ）を心に刻み、
旅立ってください」と激励し、卒業生を代表
して脇田圭祐君が「校訓である前進を胸に、
それぞれの夢に向って進んでいきます」と誓
いました。
　式典後に、卒業演奏として全校生徒で「桜
草」を、卒業生が「旅立ちの日に」を元気よ
く歌い、出席者から大きな拍手が送られまし
た。

↓新入隊者を囲んで記念撮影

↑盛大に行われた着工式
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※学年は、受賞当時です。

　３月27日、片側の港内で獅子島化石モニュ
メント除幕式がありました。
　式典には、地元住民や施工事業者、行政関
係者ら約 60 人が参加。代表者らが除幕した
あと、川添健町長が「活性化のためにモニュ
メントを建立しました。これを機会に獅子島
の発展を願います」とあいさつしました。
　モニュメントは長さ 6.5 ㍍、高さ 3.4 ㍍の
クビナガリュウと高さ 1.2 ㍍のアンモナイト
の化石、背面には古代の海底をイメージした
レリーフが設置されました。潮風に耐えられ
るようモニュメントはブロンズ、レリーフは
強化コンクリートで作られました。
　獅子島中学校前に設置されたこのモニュメ
ントは、これからフェリーで獅子島を訪れた
乗客を出迎えてくれます。
　この式典にあわせて恐竜・化石絵画コンテ
ストも実施され、入賞者に賞状が贈られまし
た。このコンテストには、町内の小学校 10
校から 380 点の応募がありました。
　同コンテストで、最優秀賞を受賞した幣串
小４年の中浦壱成君は「賞をとれてうれし
かったです。モニュメントは獅子島の宝物と
して大切にしていきたいです」と話していま
した。

クビナガリュウがお出迎え

↑地元代表者や子どもたちが除幕し、モニュメントをお披露目

恐竜・化石絵画コンテスト最優秀賞作品

恐竜の夜ごはん
第２学年　松永　奈緒さん（田尻小）

夜の恐竜
第３学年　平藪　瑞希さん（田尻小）

命の輝き
第４学年　中浦　壱成君（幣串小）

古代の楽園
第５学年　田ノ上大地君（田尻小）

恐竜の最後
第６学年　宮路　啓太君（鷹巣小）

ド
シ
ド
シ
恐
竜

第
１
学
年　

長
元　

海
音
さ
ん
（
鷹
巣
小
）



日 月 火 水 木 金 土

２００８

お知らせカレンダー
広報ながしま５月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  ４/２７ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

  ４/２８   ４/２９   ４/３０ １
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●脇本病院 75-2121

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉田耳鼻咽喉科 62-0170

　　　　憲法記念日

○平尾診療所 88-2595
○スマイル歯科医院 75-3300

□ポポロ薬局 63-4630

□第二緑調剤薬局 63-1177

□上野薬局 72-1016

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　みどりの日

○飯尾医院 88-5040
○スマイル歯科医院 75-3300

□そうごう薬局 64-8161

□阿久根薬局 72-1017

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

　　　　こどもの日

○鷹巣診療所 86-0054
○金子歯科医院 63-2150

□マリン薬局 63-6678

□会営薬局阿久根店 72-5060

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

　　　　振替休日

○長島クリニック88-6405
○金子歯科医院 63-2150

□ふれあい薬局 63-3070

□さかえまち薬局 72-0978

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎心配ごと相談
（保健福祉センター）
（保健センター）

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○平尾診療所 88-2595
○児島歯科医院 86-1266

□タカラ調剤薬局 62-8813

□ひまわり薬局 62-6070

□神川薬局支店 72-0102

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水病院 62-0419

◎３歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○北園歯科医院 64-2151

□トクモト薬局 62-0998

□本町薬局 73-3233

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ
（獅子島へき地診療所）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ポリオ（保健センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●上園医院 73-1055

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○おてき歯科医院 63-0393

□メープル薬局 62-9292

□神川薬局本店 72-0170

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●楠元内科医院 62-8600

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 1.6 歳児健診
２、2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

◎乳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

祝日には、国旗を掲げましょう！
●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は、「日本国憲法の施行を記念し、
国の成長を期する」ことを趣旨としています。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は、「自然にしたしむとともにその
恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを趣
旨としています。

●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は、「こどもの人格を重んじ、こど
もの幸福をはかるとともに、母に感謝する」こ
とを趣旨としています。


